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平
成
２１
年
松
本
広
域
連
合
議
会
２
月
定
例

会
は
、
平
成
２１
年
２
月
１２
日
に
松
本
市
役
所

大
会
議
室
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
菅
谷
昭
広
域
連
合
長

か
ら
議
案
６
件
の
上
程
、
提
案
説
明
後
に
、

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
で
議
案
が
慎
重
に
審
査
さ
れ

た
後
、
本
会
議
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２０
年
松
本
広
域
連
合
議
会
１１
月
定
例

会
は
、
平
成
２０
年
１１
月
１２
日
に
松
本
市
役
所

大
会
議
室
に
お
い
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

菅
谷
昭
広
域
連
合
長
か
ら
議
案
５
件
の
上

程
、
提
案
説
明
が
あ
り
、
一
般
質
問
及
び

議
案
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
で
議
案
が
慎
重
に
審
査
さ
れ

た
後
、
本
会
議
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
、
認
定
及
び
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
の
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

の
決
算
は
、
歳
入
が
46
億
2
2
8
万
5
4
1
9

円（
前
年
度
対
比
０
・
14
％
減
）
、
歳
出
が

平
成
２１
年
松
本
広
域
連
合
議
会

2
月
定
例
会

平
成
２０
年
松
本
広
域
連
合
議
会

11
月
定
例
会

●
平
成
19
年
度
松
本
広
域
連
合

決
算
の
概
要

◆
提
出
案
件

●
議
案
第
１
号

松
本
広
域
連
合
広
域
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

●
議
案
第
２
号

松
本
広
域
連
合
消
防
本
部
及
び
消
防
署

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
議
案
第
３
号

平
成
２０
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
議
案
第
４
号

平
成
２０
年
度
松
本
広
域
連
合
ふ
る
さ
と

市
町
村
圏
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

●
議
案
第
５
号

平
成
２１
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算

●
議
案
第
６
号

平
成
２１
年
度
松
本
広
域
連
合
ふ
る
さ
と

市
町
村
圏
事
業
特
別
会
計
予
算

●
平
成
21
年
度
松
本
広
域
連
合

当
初
予
算
の
概
要

◆
提
出
案
件

●
議
案
第
１
号

松
本
広
域
連
合
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る

条
例

●
議
案
第
２
号

松
本
広
域
連
合
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等

に
関
す
る
条
例

●
議
案
第
３
号

平
成
２０
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
議
案
第
４
号

平
成
１９
年
度
松
本
広
域
連
合
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
報
第
１
号

松
本
広
域
連
合
消
防
本
部
及
び
消
防
署
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一般会計当初予算ふるさと市町村圏事業
特別会計当初予算

●2

予算総額 
４,４２２,５１０ 
（千円） 

予算総額 
１５,３２０ 
（千円） 

分担金及び負担金 
４,１１４,０９０千円（９３.０％） 

財産収入 
１３，０００千円 
（８４.９％） 

広域的観光事業 
７，６４０千円 
（４９.９％） 

消防費 
４,１４７,７１０千円（９３.８％） 

繰越金 
２，０００千円 
（１３.０％） 

広域活動事務費 
１,６３０千円 
（１０.６％） 

広

域
活 動 事 業

費

財産収入 
４,０１０千円（０．１％） 

議会費 
２，５００千円 
（０．１％） 

予備費 
２７,７６０千円（０.６％） 

総務費 
６３,６７０千円 
（１.４％） 

公債費 
７０，９００千円（１．６％） 

民生費 
１０９,９７０千円 
（２.５％） 

使用料及び手数料 
５，７２０千円（０．１％） 

諸収入 
３２０千円 
（２.１％） 

予備費 
１，０００千円 
（６.５％） 

広域的健康づくり・ 
スポーツ振興事業 
５００千円（３.３％） 

広域的文化事業 
１,１００千円（７.２％） 

広域的地場産業振興事業 
３，４５０千円（２２.５％） 

国庫支出金 
１４,２２０千円（０.３％） 

諸収入 
６１,４２０千円（１．４％） 

繰越金 
８５，５５０千円（２.０％） 

繰入金 
７０，０００千円（１.６％） 

広域連合債 
６７,５００千円（１.５％） 

歳入  

歳出  

歳入  

歳出  

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

◎
平
成
21
年
2
月
定
例
会

◎
平
成
20
年
11
月
定
例
会



●
平
成
19
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
状
況

松
本
広
域
連
合
で
行
っ
て
い
る
、
介
護
認
定
審
査
会
及
び
障
害
程
度

区
分
認
定
審
査
会
の
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

審
査
判
定
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
介
護
認
定
審
査
会
・
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
す
。

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の
任
期
で
、介
護
認
定
審
査
会

委
員
１
０
０
人（
20
合
議
体
）と
、障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
委
員
10
人（
２
合
議
体
）

が
改
選
さ
れ
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
審
査
会
の
委
員
は
、医
療
・
保
健
・
福
祉
の
各
分
野
か
ら

選
出
さ
れ
、２
年
間
の
審
査
判
定
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

審
査
会
に
お
い
て
は
、公
平
で
公
正
な
審
査
判
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
、各
市
町
村
と
の

連
携
や
協
力
を
密
に
し
な
が
ら
、
適
正
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

◆
介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
、認
定
調
査
員
が
訪
問
し
て

行
っ
て
い
る
基
本
調
査
に
つ
い
て
は
、調
査
項
目
が
82
項
目
か
ら
74
項
目
に
減
り
、調
査

項
目
の
内
容
も
見
直
さ
れ
ま
す
。

各
市
町
村
の
認
定
調
査
員
等
か
ら
、訪
問
し
た
と
き
に
詳
し
い
説
明
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、住
所
を
有
す
る
市
町
村
の
福
祉
担
当

窓
口
に
、お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●3

歳入合計 
１７,０７０ 
（千円） 

歳出合計 
１１,３３０ 
（千円） 

諸収入 
８７,９２０千円 
（０.５２％） 

財産収入 
１１,０６７千円 
（６４.８４％） 

ふるさと市町村圏 
振興事業費 
１１,３３０千円 
（１００％） 

繰越金 
２,５１６千円 
（１４.７４％） 

分担金及び 
負担金 
３１８千円 
（１.８６％） 

県支出金 
３,０８０千円 
（１８.０４％） 
 

歳出合計 
４,４７３,６００ 
（千円） 

消防費 
４,２５１,６５２千円 
（９５.０４％） 

使用料及び手数料 
　５,４３４千円（０.１２％） 

国庫支出金 
５１,９４２千円（１.１３％） 

県支出金 
７５８千円（０.０２％） 財産収入 

５,００９千円（０.１１％） 
繰入金 
１１０,０００千円（２.３９％） 

広域連合債 
１７８,２００千円（３.８７％） 

繰越金 
１０２,６０４千円（２.２３％） 
諸収入 
５５,７６５千円（１.２１％） 

公債費 
６８,０１０千円 
（１.５２％） 

議会費 
３,００９千円 
（０.０７％） 
総務費 
６１,０６６千円 
（１.３６％） 
民生費 
８９,８６２千円 
（２.０１％） 

分担金及び負担金 
４,０９２,５７０千円 
（８８.９２％） 

歳入合計 
４,６０２,２８５ 
（千円） 

一般会計ふるさと市町村圏事業
特別会計

福
祉
・
地
域
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
祉
・
地
域
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●介護認定審査会

●障害程度区分
認定審査会

要支援1 
662件 
（5.1%) 

 要支援2 
2,374件 
（18.2%) 

 

要介護2 
2,577件 
（19.7%) 

 

要介護1 
1,670件 
（12.8%) 

 

要介護3 
2,219件 
（17.0%) 

 

要介護4 
1,677件 
（12.8%) 

 

要介護5 
1,861件 
（14.3%) 

 

自立 
6件 

（0.1%) 
 

平成20年度 
審査件数 
計13,046件 

区分1 
17件 

（9.5%) 
 

区分2 
49件 

（27.4%) 
 

区分3 
39件 

（21.8%) 

区分4 
25件 

（14.0%) 
 

区分5 
26件 

（14.5%) 
 

区分6 
23件 

（12.8%) 
 

平成20年度 
審査件数 
計179件 

44
億
7
3
6
0
万
4
4
円（
前
年
度
対
比
0
・
72

％
減
）で
、
単
純
に
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引

い
た
形
式
収
支
は
、
1
億
2
8
6
8
万
5
3
7

5
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
関
係
市
町
村
か
ら

の
負
担
金
の「
分
担
金
及
び
負
担
金
」が
40
億

9
2
5
7
万
8
5
2
円
で
全
体
の
88
・
92
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、「
消
防
費
」
が
42
億
5
1
6
5
万

２
０
８
６
円
で
全
体
の
95
・
04
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

平
成
19
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、
豊
科

消
防
署
及
び
穂
高
消
防
署
の
消
防
庁
舎
耐
震

化
等
大
規
模
改
修
工
事
が
あ
り
、
消
防
車
両

に
つ
い
て
は
、
塩
尻
消
防
署
、
芳
川
消
防
署
及

び
山
形
消
防
署
配
置
の
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
並
び
に
豊
科
消
防
署
及
び
麻
績
消
防

署
配
置
の
高
規
格
救
急
消
防
自
動
車
を
そ
れ

ぞ
れ
更
新
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
19
年
度
か
ら
新
た
に
、
救
急
救

命
士
が
医
師
の
具
体
的
な
指
示
の
も
と
で
、

気
管
挿
管
及
び
薬
剤
投
与
の
実
施
が
可
能
と

な
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
伴
う
救
急
救
命
士
の

長
野
県
消
防
学
校
で
の
研
修
及
び
病
院
実
習

を
開
始
し
ま
し
た
。

な
お
、
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業
特
別
会

計
の
決
算
は
、
歳
入
が
1
7
0
7
万
3
2
3
円

（
前
年
度
対
比
79
・
05
％
増
）、
歳
出
が
１
１
３

３
万
9
5
6
円
（
前
年
度
対
比
61
・
47
％
増
）

で
、
形
式
収
支
は
、
5
7
3
万
9
3
6
7
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。



【
表
紙
に
つ
い
て
】

●
場

所：

塩
尻
市

洗
馬
岩
垂
地
区

●
写
真
提
供：

日
本
ア
ル
プ
ス
サ

ラ
ダ
街
道
協
議
会

●

日
本
ア
ル
プ
ス
サ
ラ
ダ
街
道
協
議
会

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

特
別
賞
作
品

「
早
春
の
作
業
」（
平
成
19
年
度
）

●4

岩渕 世紀、小沢 利明、川井 登志行（以上松本市）、清水 昭
子、原睦雄（以上塩尻市）、小松 文雄、中野博司、丸山潔高
（以上安曇野市）、六厩 義則（波田町）、榎本 定行（愛知県
知多市）

北原覚弘、福田雅人、宮坂和輝雄、柳澤憲一（以上松本市）、
小林功、狩野 正、高山芳夫、立澤清隆（以上安曇野市）、高
坂 武夫（千曲市）、清水 晃、清水 政子（朝日村）、有賀 均
（辰野町）、高橋 昭雄（愛知県豊橋市）、鵜飼 康裕、曽布川
順子（静岡県浜松市） ※敬称につきましては略させて頂きます。

入選：10名

入賞：15名　

松本広域圏フォトコンテスト
入選作品のご紹介

松 本 地 域

伝えたいこと　

残したい風景

豊かな自然や文化を持つ松本地方の風景や人の営みを後世に伝えるとともに、圏域内に暮らす人々のふるさと再発見の契
機となるよう、平成２０年度にフォトコンテストを実施しました。
皆さんからご応募いただいた作品の総数は、３０６点、一次審査を経て、2月6日の二次審査において上位３１点が決定しま

したので、その一部を紹介します。（紙面の都合上、全ての作品の掲載はできませんので、上位の6点を掲載し、入選や入賞の
皆さまにつきましては、お名前のみを紹介します。）
なお、この事業は、松本地方事務所の「地域発 元気づくり支援金」を受けて実施しました。

●松本広域連合長賞
「北紀行」 外戸 孝雄さん（長野市）
講評：青空の下、白鳥の上下二つの隊列を、シャッターチャンスを逃さず見事に

捕らえている。

●最優良賞
「穂高の旅」 中川 幸俊さん（塩尻市）
講評：秋を感じさせる人と木の影が綺麗である。

人の大きさ、配置など構成が見事。

●優良賞
「顔・顔・顔」 橋原 弘志さん（塩尻市）
講評：正面の松本ダルマと奥のダルマの配置で遠

近感を出し、立体的な作品となっている。

●優良賞
「夕暮れ」 大学 肇さん（松本市）
講評：雪景色でも、暖かい感じがする。奥行きが

あり、女の子の後ろ姿に郷愁を感じる。

●優良賞
「薄川の三九郎」 伊藤 正一さん（ 松本市）
講評：上手く火の勢いを表現し、暗い中でも観客

をしっかり写し三九郎との構図が良い。

●松本地方事務所長賞
「いにしえを偲ぶ春」 赤羽 佳代子さん（松本市）
講評：桜を豪華に表現している。後方の古墳の上の人の動きも面白い。

松本広域圏フォトコンテスト
入選作品のご紹介

（
塩
尻
市
・
朝
日
村
・
山
形

村
・
波
田
町
・
松
本
市
・
安

曇
野
市
）



京
ヶ
倉
・
大

城
と
い
う
山
を

ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？
こ
の
山

が
い
ま
登
山
愛

好
者
の
中
で

秘
か
な
人
気
に

な
っ
て
い
ま
す
。

国
道
１９
号
を

北
へ
向
か
い
安

曇
野
市
か
ら
生
坂
村
に
入
っ
て
間
も
な
く
、
正

面
に
の
こ
ぎ
り
の
刃
の
よ
う
な
ギ
ザ
ギ
ザ
し
た

岩
山
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
れ
が「
京
ヶ
倉
・

大
城
」で
す
。

京
ヶ
倉
・
大
城
は
村
を
代
表
す
る
山
で
、
標

高
こ
そ
千
メ
ー
ト
ル
に
及
び
ま
せ
ん
が
、
そ
の

登
り
応
え
や
眺
望
は
素
晴
ら
し
く
、
年
々
訪
れ

る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

特
に
山
頂
付
近
か
ら
の
眺
め
は
絶
景
で
、
眼

下
に
屈
曲
す
る
犀
川
や
緑
深
い
山
々
・
集
落
が

臨
め
、
遠
く
西
方
に
は
常
念
岳
や
蝶
ヶ
岳
、
有

明
山
に
安
曇
平
、
北
方
を
望
め
ば
爺
ヶ
岳
や
鹿

島
槍
ヶ
岳
な
ど
の
北
ア
ル
プ
ス
連
山
、
東
側
近

く
に
は
聖
山
と
筑
北
の
村
々
、
更
に
遠
方
に
は

浅
間
山
が
遠
望
で
き
る
な
ど
見
事
な
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
楽
し
め
、
自
然
の
雄
大
さ
に
圧
倒
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
道
中
に
群
生
す
る
ヒ
カ

ゲ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
山
野
草
が
人
気
で
、
春
に
咲

く
　
可
愛
ら
し
い
花
を
目
当
て
に
訪
れ
る
方
も

【
ご
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】

坂
井
い
ち
ご
園
（
0
2
6
3
）67
―

3
8
0
5

（
ご
来
園
の
際
は
必
ず
ご
予
約
下
さ
い
）

【
問
い
合
わ
せ
】

筑
北
村
産
業
課
（
0
2
6
3
）67
―

２
0
0
２

筑
北
の
自
然
が
く
れ
る
清
ら
か
な
水
と
た
っ

ぷ
り
の
陽
の
光
で
育
っ
た
、
甘
く
て
ジ
ュ
ー
シ

ー
な
食
感
が
魅
力
の
　
イ
チ
ゴ
で
す
。
30
分
食

べ
放
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
園
で
と
れ
た
イ
チ
ゴ
は
近
く
の
直
売

所
「
ま
ん
だ
ら
の
庄
」で
販
売
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
土
産
に
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。
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◆
い
ち
ご
狩
り
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？(

筑
北
村)

◆
塩
尻
産「
レ
タ
ス
ア
イ
ス
」発
売
の

お
知
ら
せ(

塩
尻
市)

Vol.7

「
京
ヶ
倉
・
大
城
」

塩
尻
産
レ
タ
ス
を
原
料
に
塩
尻
オ
リ
ジ

ナ
ル
「
レ
タ
ス
ア
イ
ス
」
が
信
州
農
業
公
園
チ

ロ
ル
の
森
に
て
発
売
開
始
と
な
り
ま
す
。

ア
イ
ス
の
甘
味
と
レ
タ
ス
の
香
味
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
絶
妙
で
、
あ
と
味
さ
っ
ぱ
り
！！

お
食
事
後
の
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
も
お
勧
め

で
す
。
５
月
よ
り
発
売
開
始
予
定
。

【
発
売
場
所
】

信
州
農
業
公
園
チ
ロ
ル
の
森

入
場
券
売
場
横
ゲ
ー
ト
売
店
、

丘
の
エ
リ
ア
売
店

【
価
格
】

１
カ
ッ
プ
　

２
８
０
円

※
都
合
上
、

品
切
れ
と
な

る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ

さ
い
。

●
製
造
元
　
1
信
州
フ
ァ
ー
ム

（
信
州
塩
尻
農
業
公
園
チ
ロ
ル
の
森
）

（

0
2
6
3
）

５１
―

８
１
０
０

【
問
い
合
わ
せ
】

塩
尻
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

（

0
2
6
3
）

５２
―

０
２
８
０

内
線
１
１
７
１

市
町
村
情
報

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
山
の
い
わ
れ
は
、
戦
国
時
代
に
生
坂

谷
を
治
め
て
い
た
丸
山
氏
（
仁
科
一
族
）
が

第
一
の
要
害
城
と
し
て
山
城
を
築
き
、
甲
斐

の
武
田
信
玄
と
の
戦
い
の
備
え
た
と
さ
れ
、

武
田
滅
亡
後
に
は
府
中
（
松
本
）
の
小
笠
原

氏
に
攻
め
ら
れ
た
古
戦
場
で
も
あ
り
ま
す
。

京
ヶ
倉
―
大
城
―
眠
峠
の
登
山
道
は
、
小
笠

原
氏
が
麻
績
城
を
攻
め
た
際
の
重
要
な
戦
略

道
路
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
も
な
お
多
く
の

史
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
山
の
登
山
は
、
通
常
の
里
山
登
山
と

違
い
所
々
険
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
い

く
つ
も
の
古
戦
場
と
な
っ
た
史
跡
を
探
り
、
古

き
を
思
い
な
が
ら
登
山
す
る
楽
し
さ
と
、
登

山
す
る
た
び
に
四
季
折
々
の
花
や
大
き
な
松
、

岩
、
異
な
っ
た
景
色
が
発
見
で
き
る
素
晴
ら
し

い
山
で
す
。

こ
の
魅
力
多
き「
京
ヶ
倉
・
大
城
」へ
、
ぜ

ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

【
問
い
合
わ
せ
】

生
坂
村
振
興
課
（
0
2
6
3
）69
―

３
１
１
１



３
月
１
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
全
国
一
斉
に

春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
風
も
強
く
な
り
火
災

の
発
生
し
や
す
い
気

象
条
件
と
な
り
ま
す
。

毎
年
こ
の
時
季
、
た

き
火
に
よ
る
火
災
が

多
く
発
生
し
ま
す
。

屋
外
で
の
た
き
火
に

は
十
分
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

松
本
広
域
圏
に
お
け
る
火
災
発
生
件
数

は
、
１
４
４
件
で
前
年
と
比
べ
62
件
の
大
幅

な
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
種
別
で
は
、
建
物
火
災
が
87
件
で
全

体
の
60
・
４
％
を
占
め
、
次
い
で
そ
の
他
火

災
・
車
両
火
災
・
林
野
火
災
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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建物火災 
87件 
（60%） 

その他火災 
45件 
（31%） 

車両火災 
11件 
（8%） 

林野火災 
1件 
（1%） 

市町村別 火災発生状況

平
成
20
年
中
の
火
災
発
生
状
況

◆
平
成
20
年
中
の
火
災
発
生
状
況

昨年春の火災予防運動行事の様子
一日消防官の方により、住民の皆さんへ
火災予防を呼びかけて頂きました。

春
の
火
災
予
防

運

動

実

施

春
の
火
災
予
防

運

動

実

施

ご存じですか？
住宅用火災警報器は
住宅火災から
あなたを守ります。

住宅用火災警報器
を設置しましょう!

松
本
広
域
消
防
局
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

◆

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

松
本
広
域
消
防
局
で
は
、
今
年
の
６
月

１
日
ま
で
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

市 町 村 別

総 件 数

松 本 市

塩 尻 市

安 曇 野 市

波 田 町

市 町 村 別

麻 績 村

生 坂 村

山 形 村

朝 日 村

筑 北 村

件 数

144

73

25

29

2

件 数

3

1

4

1

6

火災種別 発生状況お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、「
設
置
期
限

は
知
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
取
り
付
け
て

い
ま
せ
ん
」
と
言
う
方
が
い
ま
す
。

自
分
の
命
を
守
る
大
切
な
警
報
器
で

す
。
ま
だ
、
設
置
し
て
い
な
い
お
宅
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
、
お
早
め
に

設
置
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◆

悪
質
販
売
に
ご
注
意
を
！

消
防
署
職
員
の
名
を
か
た
り
直
接

自
宅
ま
で
押
し
か
け
、
警
報
器
を
異

常
に
高
い
値
段
で
売
り
つ
け
る
な

ど
、
警
報
器
の
設
置
義
務
化
に
便
乗

し
た
悪
質
販
売
も
全
国
的
に
発
生
し

て
い
ま
す
。
消
防
職
員
が
警
報
器
を

販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
不
審
に
感
じ
ま
し
た
ら
、

お
近
く
の
消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。



松
本
広
域
消
防
局
は
消
防
車
な
ど
５
台
を

最
新
装
備
を
備
え
た
車
両
に
更
新
し
、
消
防

署
に
配
置
し
ま
し
た
。

〜
配
置
車
両
及
び
配
置
先
〜

○
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
２
台
は
渚

消
防
署
及
び
豊
科
消
防
署
へ

○
救
助
工
作
車
一
台
は
塩
尻
消
防
署
へ

○
高
規
格
救
急
自
動
車
２
台
は
本
郷
消
防
署

（
ド
ク
タ
ー
カ
ー
兼
用
）
及
び
穂
高
消
防
署
　

へ
配
置
し
ま
し
た
。

松
本
広
域
圏
に
お
け
る
救
急
出
場
件
数
は
、１
４
４
７
４
件
、搬
送
人
員

１
４
０
０
１
人
で
前
年
に
比
較
し
て
出
場
件
数
で
１
９
４
件（
1.3
%
）、搬
送
人

員
で
２
８
９
人（
2.0
%
）そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
ま
し
た
。

事
故
種
別
で
は
、急
病
８
７
２
３
件（
60.2
%
）、転
院
搬
送
１
７
８
０
件（
12.2

%
）、
一
般
負
傷
１
７
５
０
件（
12.1
%
）、交
通
事
故
１
６
０
３
件（
11.1
%
）の
順
と

な
っ
て
お
り
、特
徴
と
し
て
交
通
事
故
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

当
消
防
局
の
救
急
出
場
は
１
日
平
均
40
件（
36
分
に
１
回
）の
割
合
で
出
場

し
、住
民
の
皆
さ
ん
31
人
に
１
人
の
割
合
で
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

救
急
車
は
け
が
や
急

病
な
ど
で
緊
急
に
病
院

に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
傷
病
者
の
た
め

の
も
の
で
す
。
緊
急
性

が
な
く
自
分
で
病
院
に

行
け
る
場
合
は
、
自
家

用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
傷
病
者
の
様

子
や
事
故
の
状
況
か

ら
、
急
い
で
病
院
へ
連
れ
て
行
っ
た
ほ
う
が
良

い
と
思
っ
た
と
き
に
は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
し

て
く
だ
さ
い
。

２０
年
中
は
軽
症
者
の
搬
送
が
減
少
し
ま
し

た
。
今
後
も
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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軽 症 
6,986人 
（49.9%） 

中等症 
5,806人 
（41.5%） 

重 症 
1,007人 
（7.2%） 

死 亡 
189人 
（1.4%） 

市町村別

松 本 市

塩 尻 市

安曇野市

波 田 町

麻 績 村

生 坂 村

対住民比率

30人に1人

37人に1人

31人に1人

37人に1人

13人に1人

28人に1人

搬送人員

7,650

1,850

3,146

407

231

71

市町村別

山 形 村

朝 日 村

筑 北 村

長 野 道

管 外

合 計

対住民比率

40人に1人

48人に1人

21人に1人

31人に1人

搬送人員

211

99

262

73

1

14,001

消
防
車
な
ど
5
台
を
更
新

消
防
車
な
ど
5
台
を
更
新

救急車利用は正しく!

程度別搬送人員及び割合

市町村別 搬送人員

入院を必要としない軽症者が半数を占めています!

※平成5年（松本広域消防局発足）以来初めて減少に転じました。

平
成
20
年
中
の
救
急
出
場
状
況

◆
平
成
20
年
中
の
救
急
出
場
状
況

16,000 

15,000 

14,000 

13,000 

12,000 

11,000 

10,000 
H11年    H12年    H13年    H14年    H15年    H16年    H17年    H18年     H19年    H20年 

搬送人員 
出場件数 

14,290
14,001

10,685

11,379
11,650

12,090

12,704

13,746
14,098

14,565 14,668
14,474

10,685

11,379
11,650

12,090

12,704

13,746
14,098

14,565 14,668
14,474

14,290
14,001

年別救急出場件数及び搬送人員の推移
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／
株
式
会
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綜
合
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刷

この広報紙は再生紙を使用しています。

上記の内容についてのお問い合わせは松本広域消防局通信指令課 TEL ２５－０１１９ まで

● インターネットで検索!
松本市医師会HP当番医 → 救急当番医ご案内 → 当番医ページ
http://www.matsu-med.or.jp/

松本市歯科医師会HP → 休日歯科診療所のお知らせ
http://www.mcci.or.jp/www/matusimd/index05.htm

ながの医療情報ネットHP → 休日夜間緊急医案内
http://www.qq.pref.nagano.jp/qq/men/qqtpmenult.aspx

松本広域消防局HP → 救急当番医
http://www.m-kouiki119.jp/
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119番は火事・救急専用です。
119番での当番医等の問い合わせはご遠慮ください!!

昨年の１１９番による当番医の問い合わ

せは、全体の６％（１，３１２件）を占めてい

ます。その対応のため、実際の災害通報

に支障をきたす場合もありますので当番

医の問い合わせは、次のホームページ

又はテレホンガイド等をご利用ください。

試 験 
1,144件 
（5%） 

当番医照会 
1,312件 
（6%） 

訓 練 
1,347件 
（6%） 

他機関転送 
36件 

（0.2%） 

悪 戯 
128件 
（1%） 

災 害 
14,366件 
（66%） 

その他 
3,375件 
（16%） 

※その他内訳 
  （収容病院照会、 
    医療相談、間違い・同報等） 

● 電話での問い合わせは!
ながの医療情報ネット 休日・夜間緊急医案内サービス

中信地域　TEL 0120‐890‐423

当番薬局案内サービス
TEL 0263‐35‐9392

松本広域消防局当番医案内サービス
TEL 0263‐35‐9111

当番医
緊急医
当番薬局

平成20年 119番通報受信状況 
　　　　　　　　          総受信件数 21,708件 

119番は火事・救急専用です。
119番での当番医等の問い合わせはご遠慮ください!!


